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報告第５号 

所 管 事 務 調 査 報 告  

              令和４年１２月１２日 

 

洞爺湖町議会議長 大 西   智 様 

 

経 済 常 任 委 員 会 

委 員 長 篠 原  功 

 

本委員会は、所管事務調査のため、次のとおり委員会を開催したので、その

結果を報告します。 

記 

○所管事務調査その１ 

１ 調査事項  漁業系廃棄物処理施設「海の華」について 

２ 調 査 日  令和４年１１月１８日（金） 

３ 出席委員  篠原委員長、大屋副委員長、石川委員、板垣委員 

４ 説明員等  いぶり噴火湾漁業協同組合 福島副組合長 

若木経済部長、産業振興課 原課長、田所主幹 

５ 調査結果  

漁業系廃棄物処理施設「海の華」は、平成１５年度にアイヌ農林漁業対策事

業の補助を受け建設し、１９年を経過しております。主要施設は、鉄骨造平屋

建で建築面積が２，６９０㎡、年間約４，０００トンを処理している。 

堆肥等を保管するため、平成１８年度に鉄骨造平屋建２０７㎡と平成２１年

度に鉄骨造平屋建６９９㎡の施設を建設整備している。 

施設が最も稼働するのは、２月から３月となっていることから、視察時にお

いては、主要施設での作業も少なく、保管施設の堆肥は殆どが搬出されている

状態となっていました。 

なお、施設敷地内は適切に管理清掃され特に問題はありませんが、最盛期に

おいても現在の状況が維持されるよう鋭意努めていただきたい。 

   

○所管事務調査その２ 

１ 調査事項  洞爺湖町リサイクルセンター「花美館」について 

２ 調 査 日  令和４年１１月１８日（金） 

３ 出席委員  篠原委員長、大屋副委員長、石川委員、板垣委員 

４ 説明員等  若木経済部長、環境課 仙波課長 
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５ 調査結果 

洞爺湖町リサイクルセンター「花美館」については、生ごみを堆肥化する施

設として平成１５年度から供用を開始し、平成２８年度には、施設の改修工事

を行い処理方式を全面的に変更、現在年間１，２００トンの生ごみを堆肥化処

理している。 

  当町においては、循環型・環境保全型社会の構築に向けた取組みを進める

ため、平成３１年度に「第２期洞爺湖町環境基本計画」を策定しており、そ

の１つの取組みとして廃棄物の再資源化を推進するとしています。「花美館」

はその取組みを進める上で重要な施設でもありますので、今後も引き続き適

正な管理運営に努めていただきたい。 

 

○所管事務調査その３ 

１ 調査事項  洞爺湖漁業協同組合の現況と課題について 

２ 調 査 日  令和４年１１月１８日（金） 

３ 出席委員  篠原委員長、大屋副委員長、石川委員、板垣委員 

４ 説明員等  洞爺湖漁業協同組合 佐々木事業部長、 

        室田地域おこし協力隊員 

産業振興課 原課長、田所主幹 

５ 調査結果 

洞爺湖漁業協同組合は、昭和２４年１０月に設立、現在２１名の組合員が在

籍している。主に、漁獲物の販売と水産動植物の繁殖保護などを行っており、

毎年町内の小学生を対象にヒメマスの稚魚放流体験も実施している。組合の活

動拠点となる孵化場は、昭和５４年度に整備された建物で老朽化が進み、令和

３年度に町からの補助金などを財源として屋根の補修工事を実施している。 

当組合においては、組合員の高齢化が課題となっており、解決に向け努力し

ているところであるが、町の協力・支援も必要となっている。 

 

○所管事務調査その４ 

１ 調査事項  ＮＰＯ法人洞爺まちづくり観光協会の現況と課題について 

２ 調 査 日  令和４年１１月１８日（金） 

３ 出席委員  篠原委員長、大屋副委員長、石川委員、板垣委員 

４ 説明員等  京谷会長、納谷副会長、西岡副会長、田所事務局長、 

星川事務局員 

佐野洞爺総合支所長、庶務課 兼村課長 

５ 調査結果  

ＮＰＯ法人洞爺まちづくり観光協会の会員は、団体会員４名、個人会員７８
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名の計８２名となっている。本年度も、コロナ禍による影響を受けており、と

うや水の駅入館者、マリンキャンプ、水上オートバイの来訪者がコロナ禍前と

比較すると減少している。とうや水の駅内にて営業していた「うどんのさぬき

屋」が経営難により昨年１０月末に閉店しましたが、本年５月に食堂が新規オ

ープンし賑わいが戻りつつある。 

  当協会においては、洞爺地区の観光振興に係る様々な事業や、地域住民生

活の一助となる事業を実施しており、今後も事業を続けて行くため鋭意努力

を続けている。協会が活動拠点としているとうや水の駅においては、町の支

援により設備の更新を図りながら来館者が利用しやすい環境の整備を進めて

いるが、トイレが狭く車椅子での利用ができないなどの課題も残っている。

また、公園キャンプが無くなったことで、地域の活気が減ったとの声も聞か

れる。課題解決に向けた対策を進めるに当たっては、町や関係団体の協力も

必要であることから、今後も引き続く支援助成に積極的に取組んでいただき

たい。 

 

○所管事務調査その５ 

１ 調査事項  ＪＡとうや湖の現況と課題について 

２ 調 査 日  令和４年１１月１８日（金） 

３ 出席委員  篠原委員長、大屋副委員長、石川委員、板垣委員 

４ 説明員等  髙井組合長、木村参事、斎藤営農販売部長、 

        坂爪青果指導販売課長、山本農産指導販売課長、 

遠藤農産振興課長 

佐野洞爺総合支所長、農業振興課 片岸課長 村上主幹 

５ 調査結果 

令和３年のＪＡとうや湖の全体販売高における洞爺湖町の販売高は、青果指

導販売課で１６億７，１９４万円、農産指導販売課で３億７，６８２万円、畜

産指導販売課で３億９，５０７万円となっており、全体で２４億４，３８３万

円であった。 

令和４年における農作物の生育及び収穫状況については、じゃがいもが品目

によっては平年並みかやや不良、根菜類は一部で前年より収量が減少となるも

のもある。水稲は平年並み、小麦は前年より減少、豆類は雨や日照不足により

収量が減少となった。畜産に関しては、牛肉の単価は下降、豚肉は価格が安定

しており、生乳生産量は設備投資により増産しているが、消費の低迷などによ

り廃棄となることが危惧されている。なお、農業全般において資材や燃料、肥

料・飼料の高騰による経費の負担増が予想されており、経営を圧迫することが

懸念される。 
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また、今後も深刻さを増す労働力不足や高齢化といった課題に対応して行く

ため、外国人労働者の雇用拡大を目指しているが、住居対策が課題となってお

り、今後も引き続く町の協力支援が求められている。 

 

 

 


